
埼玉学園大学履修規程に関する細則 
 

平成 30 年 3 月 7 日制定 

平成 30 年 11 月 21 日改正 

令和 元年 9月 18 日改正 

 

（目 的） 

第１条 この細則は、埼玉学園大学履修規程（平成 30 年１月 10 日制定）（以下「規程」という）において

「別に定める」とした事項の内容について定めるものとする。 

（規程第 11 条第２項 履修登録科目の取消の取扱いについて） 

第２条 履修登録を取消した科目を次期以降に履修する場合には、「再履修」の登録申請手続きをする必要はない。 

２ 取消した科目は履修登録単位数の上限には含めない。 

３ 再履修科目を取消した場合、再履修登録料は返還しない。 

（規程第 13 条第５項 定期試験における不正行為の取扱いについて） 

第３条 定期試験の不正行為が初めての場合は、厳重注意のうえ、当該受験科目の試験を無効とする。 

２ 不正行為を在学中に２回以上行った場合は、訓告処分とし、当該学期に履修登録したすべての授業科目を

原則不合格とする。 

３ 処分内容は確定後、学内掲示にて公表する。 

（規程第 18 条第２項及び第 19 条第２項 他大学等における修得単位及び入学前の既修得単位等の単位認定方法について） 

第４条 他大学等及び入学前における単位修得科目が本学開講科目と内容の類似性が認められ、かつ本学

開講科目の単位数を満たしている場合は、個別に単位認定する。 

２ 単位認定された科目の成績評価は「認定」とする。 

３ 単位認定の申請期限は、該当学生の卒業年度の１月末日までとする。 

（規程第 20 条第２項 編入学生の既修得単位の単位認定方法について） 

第５条 編入学生の既修得単位の認定基準については、全学共通科目の場合は、既修得単位科目の内容によって

28単位から36単位の範囲内で一括認定する。ただし、必修科目の「英語Ⅰ・Ⅱ」及び「情報機器の操作」

に相当する科目の単位が未修得の場合は、本学にて履修しなければならない。 

２ 全学共通科目以外の既修得単位科目については、本学開講科目と内容の類似性が認められ、かつ本学開講

科目の単位数を満たしている場合は、個別に単位認定する。ただし、一括認定単位数と合せて 62単位を

超えないこととする。 

３ 単位認定された科目の成績評価は「認定」とする。 

（規程第 21 条第２項 単位互換協定を結ぶ他大学等における修得単位の単位認定方法について） 

第６条 単位認定の対象となる科目及び認定分野等は、教授会の議を経て決定する。 

２ 他大学等の評価基準に基づき合格の判定を受けた科目の単位を、本学の単位として認定する。 

３ 単位認定された科目の成績評価は「認定」とする。 

（規程第 22 条第２項 資格・検定試験の成果による単位認定方法について） 

第７条 対象となる資格・検定試験及び単位認定される授業科目は、教授会の議を経て決定する。 

２ 単位認定された科目の成績評価は「優」とする。 

３ 単位認定の申請期限は、該当学生の卒業年度の１月末日までとする。 

 

附 則 

この細則は、平成 30 年４月１日から施行し、平成 30 年度入学生から適用する。 

 

附 則 

この細則は、平成31年４月１日から施行し、平成31年度入学生から適用する。ただし、平成30年度以前の

入学生は、なお従前の例による。 

 

附 則 

この細則は、令和元年９月 21日から施行し、改正後の第２条の規定は平成 31 年４月１日から適用する。 


